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第４章 設計図面記載要領

４－１ 設計図面記載要領

４－１－１ 平 面 図

． ， ， ，１ 作図に当たっては 計画線の可否を判定するに足る範囲の地形及び既設の工作物を詳細に画くものとし 等高線

等深線（年月日 ，流向のほか，特に関連をもつところの田，畑，宅地，原野等の各種地目及び効果の判定上必要）

な道路，橋梁，人家工場，電柱，必要に応じて地下埋設物等の施設物の標示をするとともに，当該計画の基準とな

った方位，水準点の位置，標高並びに各測点を記入するのを原則とする。

また，砂防ダム等にあっては，崩壊地の位置，大きさ及び貯砂地域を併せて記入する。

２．測点の配列，方向は次によるのを原則とし，図面の左端を起点とし，右方向に測点が順序よく配列されるように

すること。

( ) 河川の堤防，護岸等は，下流を起点として上流に向かって追番号とすること。1

ただし，水制の横工は，河岸から流心に向け追番号をつけ，縦工は，下流から上流へ向かって追番号とする。

( ) 海岸堤防，離岸堤は，海岸名（沿岸名）ごとに起点から終点に向かって追番号とすること。2

( ) ダムは，ダム軸又はダム中心線の左岸側を起点とする。3

( ) 砂防ダムは，下流を起点とし，上流に向かって追番号とする。4

( ) 流路工は，下流を起点とし，上流に向かって追番号とする。5

( ) 道路は，道路の起点から終点に向かって追番号とすること。6

( ) 港湾は，起点から終点に向かって追番号とする。7

４－１－２ 横 断 面 図

１．河川及び河川ぞいの道路横断図には，次の水位を必ず記入すること。

( ) ＨＷＬ（計画高水位）…道路において不明の場合は，既往最高水位とする。1

( ) ＭＬＷＬ（平均低水位）…護岸，床固め，水制等には必ず明記する。2

( ) ＤＷＬ（災害水位，年月日）…災害復旧関係図のみ被災年月日及び最高水位を記入する。3

２．海岸及び海岸ぞいの道路横断図には，次の潮位を記入する。

( ) ＨＨＷＬ……… 既往最高潮位1

( ) ＨＷＬ………… 朔望平均満潮位2

( ) ＬＷＬ………… 朔望平均干潮位3

( ) ＤＷＬ………… 年月日，災害潮位（災害復旧関係図のみ記入）4

( ) ＭＳＬ………… 平均水位5

( ) 計画潮位…… 計画潮位6

３．港湾工事の横断図には，次の水位等を記入する。

( ) ＣＤＬ………… 基本水準面1

( ) ＨＨＷＬ……… 既往最高潮位2

( ) ＨＷＬ………… 朔望平均満潮面3

( ) ＬＷＬ………… 朔望平均干潮面4

( ) ＤＬ…………… 工事用基準面5

( ) ＭＬＭＬ……… 平均干潮面（平均水面とＬＷＬとの１／２の水面）6

第４章 図面記載要領
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( ) 計画水深（けい留施設・水域施設）7

４．砂防ダムの横断面図には，次の水位等を記入する。

( ) ＨＷＬ（計画高水位）1

( ) 計画堆砂高2

( ) 余 裕 高3

( ) 砂防指定地幅4

５．流路工の横断図には，次の水位等を記入する。

( ) ＨＷＬ（計画最高水位）1

( ) 計画河床高2

( ) 余 裕 高3

６．ダム貯水池ぞいの道路横断面図には，次の水位を記入する。

( ) 設計洪水位1

( ) 常時満水位2

７．ダムの標準横断面図には，次の水位等を記入する。

( ) 設計洪水位（ＤＷＬ）1

( ) サーチャージ水位（ＳＷＬ）2

( ) 常時満水位（ＮＷＬ）3

( ) 制限水位4

( ) 最低水位（ＬＷＬ）5

８．横断図の視方向は，次によるのを原則とする。

( ) 河川，堤防，護岸等は，上流から下流方向をみる （左岸が左側）1 。

河川横断構造物（床止工，堰等）は，左岸から右岸をみる （左側が下流）。

また，ひ門，ひ管は，左岸から右岸方向をみるのを原則とし，水制及び取付道路は，起点から終点をみるもの

とする。

( ) 海岸は，起点から終点方向をみるものとする。2

( ) 砂防ダム及び流路工は，下流から上流をみる （左岸が右側）3 。

( ) ダムは，本体については右岸から左岸方向をみる（左側が上流）ものとし，余水路，水叩，導流壁等は上4

流から下流をみるを原則とする。

( ) 道路は，起点から終点方向をみること。5

( ) 港湾は，起点から終点方向をみること。6

９．横断図の記載等

( ) 横断間隔が前後測点断面と近接する役クイ断面は記載を必要としない。1

( ) 設計図の横断幅は設計必要幅とし，不必要な断面幅分は，トレースの折カットする。2

（ただし，測量成果品の横断原図は，設計図書等に示された幅とする）

( ) 横断図に示す切土，盛土等は，それぞれ（ｍ ）単位で少数一位止まりとし，土羽長等は（ｍ）単位で少3 2

数一位止まりとして，ノリ面に平行して記入するのを原則とする。

( ) 土質調査等による土工積算区分等を明記すること。4

（土質境界線・岩盤線）

１０．横断図の配置は，次の図によるものである。

第４章 図面記載要領
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図４－１ 河川縦断図の記載例

道路・港湾 砂防（ダム ・砂防（流路工 ・河川・海岸・ダム） ）

図４－２ 横断図の視方向
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４－１－３ 縦 断 面 図

縦断面図には，次の事項を下段から順次記入するものとする。

１．河川，流路工

( ) 測 点1

( ) 単 距 離2

( ) 追加距離3

( ) 河床高は最深高で記入する （流路工は，河床勾配を記入する）4 。

( ) 平均低水位5

( ) 左又は右岸地盤高6

( ) 計画高水位7

( ) 計画堤防高8

( ) 計画河床高9

( ) 計画高水勾配（流路工は，計画河床勾配とする）10

( ) 計画河床勾配11

( ) 計画堤防勾配12

( ) 既存施設，橋梁，取水堰，用水路（床，天端 ，護岸等の指示高及び構造物の名称を記入する。13 ）

( ) 仮ベンチマーク位置は，図上に明示し，引出線をもってその標高を記入すること。14

( ) 護岸の場合は，法留天端高，護岸天端高を記入すること。15

( ) 必要に応じ計画高水敷高を記入すること。16

２．砂 防

( ) 測 点 ( ) 単 距 離 ( ) 追加距離 ( ) 河 床 高－最深高を記入する。1 2 3 4

( ) 現河床及び計画河床勾配 ( ) 計画本堤敷高 ( ) 計画水通し天端高 ( ) 計画ダム高Ｈ5 6 7 8

３．海 岸

( ) 測 点 ( ) 単 距 離 ( ) 追加距離 ( ) 地 盤 高 ( ) 朔望平均干潮位1 2 3 4 5

( ) 朔望平均満潮位 ( ) 計画潮位 ( ) 計画基礎高 ( ) 計画天端高 ( ) ○○年度施工高6 7 8 9 10

( ) 当年度施工区間（赤書）11

４．ダ ム

ダムサイトの縦断面図は，ダム軸又は，ダム中心線にそった断面図で河川の上流側からみたものとして（左が左岸

側 ，次の事項を記入するものとする。）

( ) ダム天端高，非越流部天端標高，設計洪水位，サーチャージ水位，常時満水位，制限水位，最低水位1

及び余盛高

( ) 現地盤線，推定岩盤線及び掘削線2

( ) ダム堤長及びダム高さ3

( ) ゲート，余水吐，取水口，グラウト孔，その他の位置，形状寸法4

５．道 路

1 2 3 4 5 .( ) 片勾配すりつけ図 ( ) 曲率図 ( ) 測 点 ( ) 単 距 離 ( ) 追加距離

( ) 地 盤 高 ( ) 計 画 高 ( ) 切 取 り ( ) 盛 土6 7 8 9

( ) 曲線を挿入しない高さ ( ) 当年度施工区間10 11
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６．図面上の測点配列方向は，平面図の配列方向に合致させるものとし，かつ，施工区間の前後の関係を知るに足る

若干区間を記入するものとする。

図４－３ 道路縦断図の記載例

４－１－４ 平面図，縦断面図の併記

道路等の路線状の図面は，平面図と縦断図を一枚の図面に併記することができる。この場合，平面は上段，縦断は

下段とする。

４－１－５ 構 造 図

１．構造図には，左上に側面，左下に平面，右上に横断図をそれぞれ配置することを標準とする。

ただし，砂防ダム構造図は，左上に正面図，左中に平面図，左下に垂直壁正面図，右上に側面図を配置することを

標準とする。

２．橋梁の側面図は，上流から下流に向かって原則として作図するものとする。

３．基礎の地質柱状図等の調査成果を記入するものとする。
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４－２ 図面の着色要領

４－２－１ 設計成果時の図面

委託業務の設計成果品の納品にあたっては，平面図（陽画焼図）１部を表４－１～表４－４により着色することを

原則とする。

( ) 河川・築堤1

表４－１

切 土 盛 土

緑 色橙 色

( ) 河川・護岸2

表４－２

切 土 盛 土 護岸工

赤 色橙 色 緑 色

( ) 河川・構造物3

表４－３

切 土 盛 土 構造物 側溝水路 取付道路

茶 色橙 色 緑 色 赤 色 水 色

( ) 道路関係4

表４－４

切 土 盛 土 構造物 側溝水路 地下埋設物 現 道

茶 色橙 色 緑 色 赤 色 水 色 紫 色

４－２－２ 設計書に添付する図面

次表により図面着色することを原則とする。

次により図面着色することを原則とする。

１．道路・河川・ダム・砂防・地すべり・急傾斜・公園・下水・街路事業

( ) 当初設計1

平面図・縦断図・標準横断図・一般図においては，当該工事契約区間を旗上げ（施工延長工事区間）のうえ，旗上

げ及び実施区域を するものとする。赤着色

又，その他の設計図面及び既済工区の着色は必要において適宜実施するものとする。

( ) 変更設計2

当初設計で したものに対し，変更増は ，変更減は とする。赤着色 赤着色に増 黄着色



- 55 -

第４章 図面記載要領

表４－５

( ) その他3

数量算出にかかる出来形以外の表示（数量計算，断面積，床掘線等）は「参考事項」である旨，判例で明記する。

２．港湾事業

港湾事業に係る着色は，次による。

表４－６

３．用地補償関係図面の着色（補助申請，精算設計書添付図面）

( ) 工事平面図の着色1

表４－７

( ) 丈量図の着色2
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表４－８

( ) 移転家屋の工法別着色区分表（工事用図面）3

表４－９

４－３ 変更工事の図面記載要領

( ) 構造に著しい変更があり，原設計図を使用することが不適当な場合は，新しい図面を作成し，原設計図面には1

「元設計」と明示する。

( ) 設計変更図面は，平面図および縦断面図，標準横断面図以外は，変更部分のみ図面とする。2

( ) 設計変更図面には 「第○回変更」を赤で表題欄上に明示する。3 ，
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４－４ 工種別図記載要領

４－４－１ 河川関係

１．掘 削
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２．掘 削
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３．護岸，水制
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４．構造物
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４－４－２ 海岸関係設計図記載要領

１．海岸堤防・護岸
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２．突堤および離岸堤



- 63 -

第４章 図面記載要領

４－４－３ 砂防関係

１．砂防ダム，流路工

２．地すべり防止施設，急傾斜地崩壊防止施設
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４－４－４ 水資源ダム関係
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４－４－５ 道路関係

１．道路改良
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２．橋 梁



- 67 -

第４章 図面記載要領

３．舗 装
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４－４－６ トンネル関係
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４－５ その他

１．汎用記号の解説

１）レディミクストコンクリート

普通 ２１－ ８－ ４０ Ｎ

① ② ③ ④ ⑤

① コンクリートの種類による記号

コンクリートの種類 粗骨材 細骨材 記号

普通コンクリート 砂利，砕石又は高 砂，砕砂又は各種スラグ 普通

炉スラグ粗骨材 細骨材

軽量コンクリート 人工軽量粗骨材 砂，砕砂又は各種スラグ 軽量１種

細骨材

人工軽量粗骨材 人工軽量細骨材又は人工 軽量２種

軽量細骨材に一部砂，砕

砂又は各種スラグ細骨材

を混入したもの

舗装コンクリート 砂利，砕石又は高 砂，砕砂又は各種スラグ 舗装

炉スラグ粗骨材 細骨材

② 呼び強度（Ｎｍｍ ）/ 2

③ スランプ（ｃｍ）

④ 粗骨材の最大寸法（ｃｍ）

⑤ セメントの種類による記号

種 類 記号 種 類 記号

普通ポルトランドセメント Ｎ 早強ポルトランドセメント Ｈ

〃 低アルカリ形 ＮＬ 〃 低アルカリ形 ＨＬ（ ） （ ）

超早強ポルトランドセメント ＵＨ 中庸熱ポルトランドセメント Ｍ

〃 低アルカリ形 〃 低アルカリ形 ＭＬ（ ） （ ）UHL

低熱ポルトランドセメント Ｌ 耐硫酸塩ポルトランドセメント ＳＲ

L SRL〃 低アルカリ形 Ｌ 〃 低アルカリ形（ ） （ ）

高炉セメントＡ種 ＢＡ シリカセメントＡ種 ＳＡ

〃 Ｂ種 ＢＢ 〃 Ｂ種 ＳＢ

〃 Ｃ種 ＢＣ 〃 Ｃ種 ＳＣ

フライアッシュセメントＡ種 ＦＡ

〃 Ｂ種 ＦＢ

〃 Ｃ種 ＦＣ
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２）鋼材類

３）たわみ性防護柵

Ｇｒ－ Ｂ ２－ ４ Ｅ

① ② ③ ④ ⑤

① 防護柵形式記号

Ｇｒ：ガードレール Ｇｃ：ガードケーブル

Ｇｐ：ガードパイプ Ｇｂ：ボックスビーム

② 種別区分
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③ 積雪深ランク

積雪ランク ５年再現最大積雪深

１ ０．５ｍを超え１ｍ以下（無対策）

２ １ｍを超え２ｍ以下

３ ２ｍを超え３ｍ以下

４ ３ｍを超え４ｍ以下

５ ４ｍを超え５ｍ以下

④ 支柱間隔を示す数字（ｍ）

⑤ 埋込み区分

Ｅ：土中埋め込み用 Ｂ：構造物設置用

４）鉄筋コンクリート用異形棒鋼

２．工事番号の付け方

県河局 ○○ － Ａ ０１号

① ② ③ ④

① 各事業費目における略称

主な事業費目の略称 費目 略称

急崩［急傾斜地］ 急傾斜地崩壊対策事業費

高潮［海岸］ 海岸高潮対策費

関公都公［公園］ 公園整備促進事業

関下［下水道］ 下水道整備促進事業

助成［災害関連］ 河川災害復旧助成事業費

災緊砂防災害関連緊急砂防事業費

国道改［道路］ 一般国道道路改良事業
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地橋架地方道橋梁整備事業（一般）

県道調県単道路調査費（一般）

県舗新県単舗装新設費（一般）

都街改［街路］ 道路改築費

一般［河川］ 一般河川改修事業費

県河局県単局部改良費

荒廃［砂防］ 荒廃砂防事業費

用推［用地］ 用地取得等推進対策事業

（工事管理総合システム－事業コード表）

② 事業別一連番号

③ 発注区分

区分 名 称 区分 名 称 区分 名 称

工事請負 補 償 合併工事請負0 6 A

〃 〃 合併委託1 7 B

委 託 その他 合併用地2 8 C

〃 未契約 合併補償3 9 D

用 地 合併その他4 E

〃 合併未契約5 F

④ 発注区分別一連番号（工区）


